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新
春
恒
例
の
消
防
出
初
式
が
１
月

11
日
、
市
民
会
館
前
広
場
で
盛
大
に

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

消
防
関
係
者
ら
が
出
席
す
る
な
か
、

幼
年
消
防
ク
ラ
ブ
に
よ
る
演
技
や
消

防
署
員
・
消
防
団
員
ら
に
よ
る
消
防

操
法
な
ど
が
披
露
さ
れ
た
他
、
功
労

者
の
表
彰
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

式
典
で
は
、
斉
藤
市
長
が
「
今
後

と
も
消
防
精
神
を
堅
持
し
、
新
た
な

決
意
を
持
っ
て
、
一
層
ご
精
進
く
だ

さ
い
」
と
あ
い
さ
つ
。
そ
の
後
、
消

防
車
を
先
頭
に
新
港
ま
で
行
進
し
、

見
学
に
訪
れ
た
多
く
の
市
民
ら
と
と

も
に
、
火
災
や
災
害
の
な
い
１
年
を

願
い
な
が
ら
新
春
の
青
空
に
向
け
て

一
斉
に
放
水
し
ま
し
た
。

※
敬
称
略

平
成
15
年
７
月
20
日
、
水
俣
市
に

お
い
て
発
生
し
た
豪
雨
災
害
に
際
し

て
支
援
活
動
し
た
阿
久
根
市
消
防
団

に
対
し
水
俣
市
よ
り
感
謝
状
伝
達

○
優
秀
分
団

▽
桑
原
城
分
団

○
優
良
分
団

▽
多
田
分
団
▽
大
川

分
団
▽
尻
無
分
団

○
永
年
勤
続
幹
部
退
団
感
謝
状

▽
谷
口
義
美
（
桑
原
城
、
幹
部
歴

８
年
）
▽
川
畑
一
夫
（
大
川
、
同
５

年
）
▽
大
田
武
（
佐
潟
、
同
６
年
）

▽
田
原
美
行
（
田
代
、
同
６
年
）

○
消
防
団
員
退
職
第
１
号
報
償
伝
達

者
（
25
年
以
上
）

▽
井
坂
敬
一
（
黒
之
瀬
戸
、
勤
続

26
年
８
月
）
▽
中
村
正
明
（
三
笠
、

同
26
年
）
▽
谷
口
義
美
（
桑
原
城
、

同
25
年
）

○
消
防
団
員
退
職
第
２
号
報
償
伝
達

者
（
15
年
以
上
25
年
未
満
）

▽
土
田
猛
（
中
央
、
勤
続
16
年
）

▽
田
上
康
雄
（
三
笠
、
同
20
年
）
▽

川
畑
一
夫
（
大
川
、
同
20
年
）
▽
谷

田
行
幸
（
同
、
同
20
年
）
▽
大
磯
祐

一
（
鶴
川
内
、
同
21
年
）
▽
萇
野
和

美
（
同
、
同
20
年
）
▽
大
田
武
（
佐

潟
、
同
16
年
）
▽
尾
塚
禎
久
（
同
、

同
15
年
）
▽
松
永
三
千
年
（
牛
之
浜
、

同
22
年
）
▽
折
橋
雅
彦
（
弓
木
野
、

同
17
年
）
▽
永
井
野
千
年
（
尾
崎
、

同
16
年
）
▽
田
原
美
行
（
田
代
、
同

22
年
）
▽
米
次
清
弘
（
同
、
同
20
年
）

▽
中
野
廣
道
（
同
、
同
17
年
）
▽
福

永
勝
美
（
桑
原
城
、
同
15
年
４
月
）

▽
児
玉
達
郎
（
同
、
同
15
年
）
▽
濱

崎
久
朗
（
古
里
、
同
15
年
）
▽
石
原

善
和
（
同
、
同
15
年
）
▽
竹
原
誠
司

（
黒
之
瀬
戸
、
同
15
年
）

○
功
績
章

▽
大
田
豊
茂
（
尻
無
、
勤
続
20
年

10
月
）
▽
田
上
康
雄
（
三
笠
、
同
）

○
精
績
章

▽
梶
尾
哲
也
（
三
笠
、
勤
続
15
年

10
月
）
▽
田
渕
勉
（
中
央
、
同
）
▽

土
田
猛
（
同
、
同
）
▽
樫
山
日
出
松

（
三
笠
、
同
）
▽
山
平
拓
夫
（
黒
之

瀬
戸
、
同
）
▽
谷
口
洋
一
（
尾
崎
、

同
15
年
１
月
）

○
勤
続
章
（
20
年
）

▽
大
田
豊
茂
（
尻
無
）
▽
田
上
康

雄
（
三
笠
）

○
勤
続
章
（
10
年
）

▽
中
尾
隆
樹
（
鶴
川
内
）
▽
若
松

義
徳
（
尾
崎
）
▽
河
北
篤
司
（
桐
野
）

▽
飛
松
勇
（
西
目
）
▽
福
田
昭
次

（
佐
潟
）
▽
野
畑
良
久
（
多
田
）
▽

川
井
隆
章
（
三
笠
）
▽
寺
下
登
志
嗣

（
同
）
▽
的
場
錠
治
（
大
川
）
▽
西

野
善
樹
（
折
口
）
▽
新
坂
上
寛
樹

（
赤
瀬
川
）
▽
園
田
豊
（
中
央
）
▽

新
町
博
行
（
同
）
▽
中
村
健
二
郎

（
同
）
▽
猿
楽
浩
士
（
同
）
▽
磯
畑

章
（
大
川
）
▽
栗
林
鉄
矢
（
鶴
川
内
）

▽
釣
井
博
文
（
折
口
）
▽
牟
礼
鉄
男

（
牛
之
浜
）
▽
尾
崎
勝
則
（
尾
崎
）

▽
中
面
真
幸
（
多
田
）
▽
尾
上
国
男

（
古
里
）

○
勤
続
章
（
15
年
）

▽
尾
上
進
（
西
目
）
▽
児
玉
秀
則

（
桑
原
城
）
▽
折
橋
一
輝
（
弓
木
野
）

▽
早
水
春
美
（
古
里
）
▽
尾
塚
竜
也

（
佐
潟
）
▽
山
平
健
吾
（
黒
之
瀬
戸
）

▽
田
上
勝
美
（
多
田
）
▽
迫
田
清
二

（
瀬
之
浦
）

○
優
良
団
員

▽
慶
越
健
一
（
折
口
、
勤
続
12
年
）

▽
八
郷
優
行
（
黒
之
瀬
戸
、
同
13
年
）

▽
濱
崎
雄
市
（
佐
潟
、
同
）
▽
岩
崎

展
幸
（
中
央
、
同
）
▽
冨
吉
俊
文

（
佐
潟
、
同
12
年
）
▽
牧
内
達
志

（
赤
瀬
川
、
同
）
▽
大
下
本
成
二

（
多
田
、
同
）
▽
石
澤
勝
則
（
三
笠
、

同
）
▽
久
留
主
徹
志
（
山
下
、
同
）

▽
野
中
竜
彦
（
弓
木
野
、
同
）
▽
秋

野
洋
（
多
田
、
同
）

○
勤
続
章
（
10
年
）

▽
倉
村
和
広
（
山
下
）
▽
東
園
啓

一
郎
（
中
央
）
▽
寺
地
英
兼
（
同
）

▽
花
田
正
伸
（
大
川
）
▽
東
園
久
志

（
西
目
）
▽
小
園
博
樹
（
山
下
）
▽

谷
口
純
一
（
尾
崎
）
▽
貴
島
裕
一

（
多
田
）
▽
大
野
裕
人
（
桐
野
）
▽

牛
之
濱
幸
男
（
牛
之
浜
）
▽
石
原
一

夫
（
黒
之
瀬
戸
）

－２－

火災や災害のない１年を願って、新港から一斉に放水

火火
災災
やや
災災
害害
のの
なな
いい

１１
年年
願願
うう
YY



こ
れ
か
ら
の
時
代
を
担
う
新
成
人

の
皆
さ
ん
を
祝
う
平
成
16
年
の
成
人

式
が
１
月
５
日
、
市
民
会
館
大
ホ
ー

ル
で
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

今
年
、
成
人
式
を
迎
え
た
の
は
、

昭
和
58
年
４
月
２
日
か
ら
昭
和
59
年

４
月
１
日
生
ま
れ
の
方
々
で
、
本
市

で
は
３
５
１
人
が
晴
れ
て
大
人
の
仲

間
入
り
を
し
ま
し
た
。

式
典
で
は
、
斉
藤
市
長
が
「
現
代

は
個
性
の
時
代
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

そ
れ
ぞ
れ
が
自
分
の
持
ち
味
を
生
か

し
、
自
ら
の
人
生
を
切
り
拓
い
て
い

っ
て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
」
と
新
成

人
の
皆
さ
ん
を
祝
福
。
第
２
部
の
交

歓
の
つ
ど
い
で
は
、
斉
藤
市
長
か
ら

新
成
人
へ
記
念
品
が
贈
ら
れ
た
他
、

新
成
人
か
ら
本
市
へ
青
少
年
向
け
図

書
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
新
成
人
を
代
表
し
て
寺
地

泰
宏
さ
ん
と
上
村
明
美
さ
ん
の
２
人

の
意
見
発
表
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
の

中
で
、
寺
地
さ
ん
は
「
私
た
ち
が
社

会
の
な
か
で
自
立
し
、
役
立
つ
人
材

に
な
っ
て
こ
そ
、
こ
れ
か
ら
の
人
生

が
開
け
て
く
る
と
思
い
ま
す
」
と
、

ま
た
上
村
さ
ん
は
「
一
人
の
大
人
と

し
て
社
会
に
積
極
的
に
貢
献
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
」
な
ど
と
こ
れ

か
ら
の
抱
負
を
述
べ
ま
し
た
。

会
場
付
近
で
は
、
色
鮮
や
か
な
晴

れ
着
姿
の
新
成
人
の
皆
さ
ん
が
、
久

し
ぶ
り
に
再
会
し
た
友
人
ら
と
会
話

を
交
わ
し
た
り
記
念
写
真
を
撮
り
合

う
晴
れ
や
か
な
光
景
が
、
あ
ち
ら
こ

ち
ら
で
見
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

知
的
障
害
の
あ
る
仲
間
の
成
人
を

祝
う
会
が
１
月
15
日
、
グ
ラ
ン
ビ
ュ

ー
あ
く
ね
で
あ
り
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
支
援
団
体
で
あ
る
阿
久

根
市
手
を
つ
な
ぐ
育
成
会
連
絡
協
議

会
（
k
邊
一
俊
会
長
）
が
、
諸
々
の

事
情
に
よ
っ
て
市
主
催
の
成
人
式
へ

の
出
席
を
見
合
わ
す
こ
と
が
多
い
会

員
の
記
念
す
べ
き
人
生
の
節
目
を
み

ん
な
で
祝
お
う
と
、
今
回
初
め
て
開

催
し
た
も
の
で
す
。

今
回
は
特
に
20
歳
以
上
の
会
員
を

対
象
に
案
内
し
た
と
こ
ろ
、
新
成
人

１
人
を
含
む
20
歳
代
の
３
人
か
ら
参

加
の
希
望
が
あ
り
ま
し
た
。

こ
の
日
の
祝
う
会
で
は
、
保
護
者

や
関
係
者
な
ど
約
50
人
が
出
席
し
、

３
人
を
祝
福
。
k
邊
会
長
か
ら
「
会

員
の
成
人
を
な
ん
と
か
み
ん
な
で
お

祝
い
で
き
な
い
か
と
の
声
を
受
け
て

今
回
初
め
て
祝
う
会
を
開
催
し
ま
し

た
。
こ
れ
か
ら
も
、
皆
さ
ん
と
手
を

つ
な
い
で
障
害
者
の
未
来
に
光
が
さ

す
よ
う
な
活
動
を
し
て
い
き
た
い
」

と
あ
い
さ
つ
が
あ
り
、
そ
の
後
、
３

人
に
出
席
者
か
ら
花
束
や
記
念
品
が

贈
ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
引
き
続
き
行
わ
れ
た
交
流

研
修
会
で
は
、「
支
援
費
制
度
の
施

行
を
受
け
て
」
と
題
す
る
北
薩
福
祉

事
務
所
地
域
福
祉
課
、
加
倉
芳
雄
係

長
の
講
演
が
あ
っ
た
他
、
昼
食
を
は

さ
ん
で
会
員
相
互
の
意
見
交
換
な
ど

も
あ
り
ま
し
た
。

－３－

新新
成成
人人
３３
５５
１１
人人
のの
門門
出出
祝祝
うう

新成人の門出を祝う式典の様子

出席者から花束を贈られ祝福を受ける会員の皆さん

障害持つ仲間の障害持つ仲間の
成人祝う成人祝う



－４－

《参加者募集》
○応　募　資　格 福岡県在住の阿久根出身者
○応　募　人　員 先着６０人
○応募の締め切り ２月末日
○参加者の決定 応募者多数の場合は，抽選の上ハガキにて決定通知を送付します。
※この機会にぜひイベント列車を利用していただくよう『福岡県在住の友人、知人』等に声かけ
をお願いします。

※なお、《ふるさと帰省列車》に参加希望の方がいらっしゃいましたら、上記の問い合わせ先ま
で連絡ください。

阿
久
根
市
で
は
、
肥
薩
お
れ
ん
じ
鉄
道
の
開
業
を
記
念
し
て
、
福
岡
県
在
住
の
阿
久
根

出
身
者
を
対
象
と
し
て
、
肥
薩
お
れ
ん
じ
鉄
道
に
親
し
み
と
愛
着
を
持
っ
て
も
ら
お
う
と

『
マ
イ
レ
ー
ル
意
識
を
醸
成
す
る
た
め
に
』
開
業
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
《
ふ
る
さ
と
帰
省
列

車
》
を
企
画
し
ま
し
た
。
帰
省
客
だ
け
で
な
く
、
市
民
も
楽
し
ん
で
い
た
だ
く
た
め
の
開

業
を
祝
う
イ
ベ
ン
ト
で
す
。
多
数
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

阿久根市と阿久根市特産品協会青年部では、肥薩おれんじ鉄道
の開業を記念し、市民一丸となって開業を祝い、“マイレール”
として同鉄道の利用促進を図る目的で「阿久根の特産品フェア」
を開催いたします。当日は、特産品フェアのほか、１,０００名様
への特産品プレゼントや郷土芸能、幼児によるお遊戯など盛り沢
山のイベントを開催しますので、皆さん是非ご来場ください。

○日時 ３月１３日（土）肥薩おれんじ鉄道開業日
午前９時から午後３時

○場所 阿久根駅前広場
○お問い合わせ先　　市役所水産商工観光課　1７３－１２１１（内線１１１２）



県
教
育
委
員
会
は
２
月
３
日
、
臨

時
教
育
委
員
会
を
開
き
、
阿
久
根
、

阿
久
根
農
、
長
島
の
３
高
校
と
、
宮

之
城
、
宮
之
城
農
の
２
高
校
を
そ
れ

ぞ
れ
統
合
し
、
総
合
学
科
制
や
総
合

選
択
制
を
取
り
入
れ
た
新
た
な
２
校

を
開
校
す
る
再
編
整
備
な
ど
を
盛
り

込
ん
だ
「
か
ご
し
ま
活
力
あ
る
高
校

づ
く
り
計
画
」
の
平
成
16
年
度
実
施

計
画
を
決
定
し
ま
し
た
。

計
画
で
は
、
阿
久
根
・
長
島
地
域

の
３
校
に
つ
い
て
は
、
平
成
17
年
度

か
ら
生
徒
募
集
を
停
止
し
、
平
成
19

年
３
月
31
日
を
も
っ
て
廃
止
。
農
業

科
と
総
合
学
科
を
併
置
し
た
５
学
級

規
模
程
度
の
新
高
校
を
平
成
17
年
４

月
１
日
、
現
在
の
阿
久
根
農
高
の
場

所
に
開
校
す
る
方
針
で
す
。

こ
れ
を
受
け
て
同
日
、
市
で
は
執

行
部
や
市
議
会
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
関
係
者
ら

に
よ
る
高
校
再
編
対
策
会
議
が
開
か

れ
、今
後
の
対
策
を
協
議
し
ま
し
た
。

会
議
で
は
、
出
席
者
か
ら
県
教
委

の
早
急
な
決
定
へ
の
不
満
の
声
が
相

次
い
で
出
さ
れ
ま
し
た
が
一
方
で
、

地
域
と
し
て
の
考
え
を
早
急
に
取
り

ま
と
め
、
進
学
す
る
生
徒
た
ち
の
不

安
を
一
刻
も
早
く
解
消
す
る
必
要
が

あ
る
と
し
て
、「
開
校
時
の
学
級
規

模
は
農
業
科
３
学
級
を
含
む
６
学
級

と
す
る
」「
阿
久
根
高
の
施
設
は
今

後
も
有
効
活
用
を
図
る
」
こ
と
な
ど

を
県
教
委
ヘ
要
望
し
て
い
く
こ
と
を

決
め
ま
し
た
。

県
教
委
で
は
、
今
回
の
決
定
に
先

立
ち
１
月
７
日
と
26
日
の
２
回
に
わ

た
り
、
獅
子
目
博
文
高
校
振
興
課
長

ら
が
本
市
を
訪
れ
、
高
校
再
編
計
画

に
関
す
る
地
元
説
明
会
を
開
催
。
出

席
者
か
ら
の
「
計
画
推
進
に
あ
た
っ

て
は
地
域
の
声
を
取
り
入
れ
て
欲
し

い
」「
平
成
17
年
４
月
開
校
と
な
る

と
、
今
年
の
６
月
に
は
各
中
学
校
で

の
説
明
が
必
要
。
魅
力
あ
る
高
校
を

作
る
た
め
に
は
、
も
っ
と
準
備
期
間

が
必
要
で
は
な
い
か
」
な
ど
早
急
な

再
編
計
画
を
不
安
視
す
る
声
に
対
し

「
出
さ
れ
た
意
見
や
要
望
等
は
持
ち

帰
り
検
討
し
た
い
」「
今
後
準
備
室

的
な
も
の
を
設
け
平
成
17
年
４
月
開

校
に
向
け
て
、
地
域
と
も
相
談
し
な

が
ら
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
」
な
ど

と
答
え
て
い
ま
し
た
。

阿
久
根
市
、
東
町
及
び
長
島
町
の

１
市
２
町
に
よ
る
合
併
協
議
会
の
設

置
に
つ
い
て
１
月
14
日
、
東
町
の
請

求
代
表
者
か
ら
東
町
長
に
対
し
合
併

協
議
会
設
置
請
求
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

翌
１
月
15
日
に
は
、
東
町
長
か
ら

阿
久
根
市
長
に
対
し
、
当
該
請
求
に

基
づ
く
合
併
協
議
会
の
設
置
協
議
に

つ
い
て
、
市
議
会
に
付
議
す
る
か
否

か
の
意
見
を
求
め
ら
れ
、
本
市
は
議

市
内
12
の
女
性
団
体
で
構
成
す
る

阿
久
根
市
女
性
団
体
連
絡
会
な
ど
の

主
催
に
よ
る
第
７
回
サ
ン
サ
ン
ミ
セ

ス
大
会
・
第
16
回
阿
久
根
市
女
性
大

会
が
１
月
31
日
、
市
民
会
館
大
ホ
ー

ル
で
あ
り
ま
し
た
。

『
女
性
が
動
く
　
地
域
づ
く
り
』

を
テ
ー
マ
に
開
か
れ
た
大
会
に
は
、

各
団
体
の
会
員
や
住
民
ら
約
３
０
０

人
が
出
席
。
大
分
県
宇
目
町
役
場
観

光
大
使
の
矢
野
大
和
氏
に
よ
る
「
女

性
が
暗
け
れ
ば
世
も
暗
い
」
と
題
す

る
講
演
や
阿
久
根
市
民
生
委
員
女
性

部
に
よ
る
演
劇
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
。

会
に
付
議
す
る
旨
を
回
答
し
て
お
り

ま
す
。

同
様
に
長
島
町
長
も
付
議
す
る
旨

の
回
答
を
行
え
ば
、
１
市
２
町
の
各

議
会
に
合
併
協
議
会
の
設
置
協
議
に

つ
い
て
付
議
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

た
だ
し
、
長
島
町
長
が
付
議
し
な

い
旨
の
回
答
を
行
え
ば
、
当
該
住
民

発
議
の
手
続
は
終
了
す
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。

こ
の
中
で
、
矢
野
氏
は
男
女
共
同

参
画
社
会
の
あ
り
か
た
に
つ
い
て
男

女
が
お
互
い
を
認
め
合
い
尊
重
し
あ

う
こ
と
の
大
切
さ
な
ど
を
ユ
ー
モ
ア

た
っ
ぷ
り
に
語
り
、
会
場
は
笑
い
の

渦
に
包
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
民
生
委
員
女
性
部
に
よ
る

劇
で
は
、「
老
い
」
と
い
う
も
の
と

ど
の
よ
う
に
向
き
合
う
か
、
高
齢
者

と
暮
ら
す
家
族
の
日
常
を
熱
演
す
る

部
員
ら
に
、
観
客
も
す
っ
か
り
引
き

込
ま
れ
、
最
後
は
大
き
な
拍
手
が
贈

ら
れ
て
い
ま
し
た
。

参
加
者
ら
は
、
終
始
和
や
か
な
雰

囲
気
の
中
で
、
男
女
共
同
参
画
の
意

義
な
ど
に
つ
い
て
改
め
て
理
解
を
深

め
て
い
ま
し
た
。

－５－

PTA関係者ら約200人が出席して開かれた説
明会（１月26日＝市民会館大ホール）

ユーモアたっぷりの語り口で観客を引きつける矢野氏
（写真左端）

県県
教教
委委
がが
再再
編編
整整
備備
方方
針針
決決
定定
YY

地
元
と
し
て
「
６
学
級
」
な
ど
を
今
後
要
望

ああ
らら
ゆゆ
るる
場場
へへ

女女
性性
のの
知知
恵恵
とと
力力
をを

１１
市市
２２
町町
合合
併併
協協
議議
会会
設設
置置
にに
つつ
いい
てて

東
町
長
へ
議
会
に
付
議
す
る
旨
回
答

高校再編



a
職
員
は
、利
害
関
係
者
か
ら
金
銭
、

物
品
又
は
不
動
産
等
の
有
価
物
の

贈
与
を
受
け
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

・
利
害
関
係
者
か
ら
、
金
銭
、
物
品

な
ど
を
受
け
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

s
職
員
は
、
利
害
関
係
者
か
ら
金
銭

の
貸
付
け
を
受
け
て
は
い
け
ま
せ

ん
。

・
利
害
関
係
者
か
ら
金
銭
の
貸
付
け

を
受
け
る
こ
と
は
、
通
常
一
般
の

利
子
を
払
っ
て
も
許
さ
れ
ま
せ
ん
。

（
た
だ
し
、
金
融
機
関
な
ど
が
利

害
関
係
者
に
該
当
す
る
場
合
は
、

一
顧
客
と
し
て
金
融
機
関
か
ら
貸

付
け
を
受
け
る
こ
と
は
許
さ
れ
ま

す
。）

d
職
員
は
、
利
害
関
係
者
か
ら
無
償

で
物
品
又
は
不
動
産
の
貸
付
け
を

受
け
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

f
職
員
は
、
利
害
関
係
者
か
ら
無
償

で
役
務
の
提
供
を
受
け
て
は
い
け

ま
せ
ん
。

g
職
員
は
、
利
害
関
係
者
か
ら
未
公

開
株
式
を
譲
り
受
け
て
は
い
け
ま

せ
ん
。

・
未
公
開
株
式
の
譲
り
受
け
は
有
償

無
償
を
問
わ
ず
禁
止
さ
れ
て
い
ま

す
。

h
職
員
は
、
利
害
関
係
者
か
ら
私
的

利
益
の
た
め
に
有
利
な
情
報
を
受

け
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

j
職
員
は
、
利
害
関
係
者
か
ら
供
応

接
待
を
受
け
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

・
酒
食
に
よ
る
も
て
な
し
の
ほ
か
、

ゴ
ル
フ
、
観
劇
な
ど
に
よ
る
も
て

な
し
を
含
み
ま
す
。

k
職
員
は
、
利
害
関
係
者
に
金
銭
の

借
入
等
の
際
、
保
証
人
に
な
っ
て

も
ら
っ
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

※
利
害
関
係
者
か
ら
、物
品
・
不
動
産

を
購
入
し
た
場
合
や
貸
付
け
を
受

け
た
場
合
又
は
サ
ー
ビ
ス
の
提
供

を
受
け
た
場
合
、そ
の
対
価
の
額
・

使
用
料
が
通
常
一
般
の
価
額
に
比

し
て
著
し
く
低
い
と
き
は
、
そ
の

差
額
に
つ
い
て
の
金
銭
の
贈
与
を

受
け
た
も
の
と
み
な
さ
れ
ま
す
。

a
職
員
は
、
利
害
関
係
者
と
一
緒
に

遊
技
又
は
ゴ
ル
フ
を
し
て
は
い
け

ま
せ
ん
。

s
職
員
は
、
利
害
関
係
者
と
一
緒
に

旅
行
を
し
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

d
職
員
は
、
利
害
関
係
者
と
一
緒
に

会
食
を
し
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

利
害
関
係
者
が
、
私
的
な
関
係

（
同
級
生
、
親
族
等
職
員
と
し
て
の

身
分
に
か
か
わ
ら
な
い
関
係
）
を
有

す
る
者
で
あ
る
場
合
は
、
前
記
の
禁

止
行
為
に
つ
い
て
、
例
外
と
し
て
許

さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

（
注
）
仕
事
（
公
務
）
を
通
じ
て
知

り
合
っ
た
関
係
は
「
私
的
な
関
係
」

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

次
に
示
す
よ
う
な
判
断
基
準
か
ら

総
合
的
に
判
断
し
、
公
正
な
職
務
の

執
行
に
対
す
る
市
民
の
疑
惑
や
不
信

を
ま
ね
く
お
そ
れ
が
な
い
と
認
め
ら

れ
る
場
合
に
限
り
、
前
記
の
禁
止
さ

れ
る
行
為
に
つ
い
て
も
、
許
さ
れ
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

○
相
手
方
の
間
に
お
け
る
職
務
上
の

利
害
関
係
の
状
況
（
許
可
の
申
請

中
か
、
既
に
許
可
を
受
け
て
事
業

を
行
っ
て
い
る
か
な
ど
）

○
私
的
な
関
係
の
経
緯
及
び
現
在
の

状
況
（
利
害
関
係
者
に
な
る
前
か

ら
親
し
く
付
き
合
っ
て
い
た
か
な

ど
）

○
両
者
の
間
に
お
い
て
行
わ
れ
る
行

為
の
態
様
（
常
識
を
超
え
る
高
価

な
贈
り
物
か
、
常
識
の
範
囲
内
の

旅
行
の
お
み
や
げ
か
）

私
的
な
関
係
に
あ
る
利
害
関
係
者

と
の
間
の
行
為
が
許
さ
れ
る
も
の
で

あ
る
か
ど
う
か
疑
問
が
あ
る
場
合
に

は
、
管
理
職
員
に
相
談
し
、
そ
の
指

示
に
従
う
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。

※
か
つ
て
同
じ
部
課
等
で
勤
務
し
た

関
係
又
は
か
つ
て
研
修
を
同
時
に

受
講
し
た
関
係
は
、「
私
的
な
関

係
」
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
こ
の

よ
う
な
関
係
に
基
づ
き
、
自
己
の

費
用
を
負
担
し
て
会
食
す
る
場

合
、
利
害
関
係
者
以
外
の
者
を
含

む
多
数
の
者
が
い
る
こ
と
を
条
件

と
し
て
、
禁
止
の
例
外
と
し
て
取

り
扱
わ
れ
ま
す
。

－６－

阿阿
久久
根根
市市
職職
員員
倫倫
理理
条条
例例
をを
制制
定定
しし
まま
しし
たた
。。

本
市
で
は
、
市
職
員
の
公
務
に
対
す
る
市
民
の
皆
さ
ま
の
信
頼
の
確
保
と
公
正
で

民
主
的
な
市
政
の
運
営
に
資
す
る
た
め
『
阿
久
根
市
職
員
倫
理
条
例
』
を
制
定
。
今

年
４
月
１
日
か
ら
施
行
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

先
月
号
か
ら
、
条
例
の
概
要
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
て
お
り
ま
す
が
、
今
月
号
で
は
、

職
員
が
職
務
や
そ
の
地
位
を
私
的
な
利
益
の
た
め
に
用
い
る
こ
と
の
な
い
よ
う
利
害

関
係
者
（
利
害
関
係
者
に
つ
い
て
は
、
先
月
号
で
具
体
的
に
掲
載
し
て
あ
り
ま
す
）

と
の
間
で
行
っ
て
は
な
ら
な
い
禁
止
行
為
等
と
し
て
定
め
て
あ
る
内
容
な
ど
に
つ
い

て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

◎
贈
与
等
に
関
す
る
規
制

（
禁
止
行
為
）

◎
私
的
な
関
係
を
有
す
る
者

等
と
の
間
に
お
け
る
例
外

◎
自
己
の
費
用
を
負
担
し

て
行
う
行
為
に
関
す
る

規
制（
割
り
勘
の
場
合
）



相
手
が
利
害
関
係
者
で
は
な
い
場

合
で
も
、
職
員
は
次
の
行
為
を
す
る

こ
と
は
許
さ
れ
ま
せ
ん
。

○
供
応
接
待
を
繰
り
返
し
受
け
る
な

ど
通
常
一
般
の
社
交
の
程
度
を
超

え
る
よ
う
な
行
為

○
飲
食
物
の
料
金
な
ど
を
そ
の
場
に

居
合
わ
せ
な
い
者
に
支
払
わ
せ
る

行
為
（
い
わ
ゆ
る
つ
け
回
し
）

職
員
が
、
利
害
関
係
者
か
ら
の
依

頼
に
応
じ
て
報
酬
を
受
け
て
、講
演
、

討
論
、
講
習
若
し
く
は
研
修
に
お
け

る
指
導
若
し
く
は
知
識
の
教
授
、
著

述
、
監
修
、
編
さ
ん
又
は
ラ
ジ
オ
・

テ
レ
ビ
放
送
の
放
送
番
組
へ
の
出
演

を
し
よ
う
と
す
る
場
合
は
、
あ
ら
か

じ
め
任
命
権
者
の
承
認
を
得
る
こ
と

が
必
要
で
す
。

先
月
号
か
ら
２
回
に
わ
た
り
、
こ

の
４
月
か
ら
施
行
さ
れ
る
市
職
員
倫

理
条
例
・
規
則
の
概
要
に
つ
い
て
お

知
ら
せ
し
て
き
ま
し
た
。

市
で
は
、
こ
の
条
例
等
で
定
め
て

い
る
市
職
員
の
行
動
ル
ー
ル
や
贈
与

等
が
行
わ
れ
た
際
の
報
告
ル
ー
ル
な

ど
を
適
切
に
運
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、

市
職
員
の
公
務
員
倫
理
確
立
と
市
民

の
皆
さ
ま
方
の
信
頼
確
保
に
努
め
て

い
く
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

制
度
に
対
す
る
皆
さ
ま
の
ご
理
解

と
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

※
阿
久
根
市
職
員
倫
理
条
例
等
に

関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
先

市
役
所
総
務
課
職
員
係

1
&3
１
２
１
１（
内
線
１
２
１
５
）

市
で
は
、
廃
棄
物
の
処
理
及
び
清

掃
に
関
す
る
条
例
の
全
部
を
改
正
し

こ
の
ほ
ど
公
布
い
た
し
ま
し
た
。

な
お
、
条
例
の
施
行
期
日
は
平
成

16
年
４
月
１
日
か
ら
と
な
り
ま
す
。

今
回
の
改
正
で
、
指
定
ご
み
袋
の

料
金
を
市
の
一
般
廃
棄
物
処
理
手
数

料
と
し
て
表
２
の
と
お
り
定
め
た
こ

と
に
よ
り
、
市
民
の
皆
さ
ま
が
指
定

ご
み
袋
を
購
入
す
る
こ
と
で
、
廃
棄

物
処
理
経
費
の
一
部
を
負
担
し
て
い

た
だ
く
形
と
な
り
ま
す
。

こ
れ
ま
で
、「
ご
み
の
排
出
者
責

任
」
と
い
う
考
え
方
の
も
と
、
阿
久

根
市
衛
生
自
治
会
で
リ
サ
イ
ク
ル
事

業
を
取
り
組
ん
で
い
た
だ
い
て
お
り

ま
し
た
が
、
表
１
の
と
お
り
そ
の
成

果
は
着
実
に
上
が
っ
て
き
て
お
り
ま

す
。
そ
こ
で
、
今
回
の
条
例
改
正
に

よ
り
一
層
の
リ
サ
イ
ク
ル
を
推
進
す

る
た
め
、
リ
サ
イ
ク
ル
品
目
に
係
る

指
定
ご
み
袋
の
料
金
を
一
部
引
き
下

げ
、
リ
サ
イ
ク
ル
に
協
力
さ
れ
た
方

の
費
用
負
担
を
軽
減
い
た
し
ま
す
。

な
お
、
指
定
ご
み
袋
の
購
入
方
法

に
つ
い
て
は
、
市
が
指
定
し
た
お
店

や
ス
ー
パ
ー
な
ど
の
「
指
定
ご
み
袋

取
扱
店
」
で
お
買
い
求
め
い
た
だ
く

な
ど
、
こ
れ
ま
で
と
一
切
変
わ
り
ま

せ
ん
し
、
市
民
の
皆
様
の
費
用
負
担

が
増
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で
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。

※
お
問
い
合
わ
せ
先

市
役
所
市
民
環
境
課
環
境
対
策
係

1
&3
１
２
１
１（
内
線
１
４
２
５
）
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指指
定定
ごご
みみ
袋袋
をを

一一
般般
廃廃
棄棄
物物
処処
理理
手手
数数
料料
とと
しし
てて
条条
例例
化化

廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に

関
す
る
条
例
を
全
部
改
正

年　度 

１２年度 
１３年度 
１４年度 

合　計 

5,986

7,078

6,655

可　　燃　　系 不　燃　系 
資源 小計 ごみ 資　源 小　計 ご　み 
156

138

257

618

612

523

462

474

266

779

1,643

2,206

5,368

6,466

6,132

4,589

4,823

3,926

※　可燃系資源：廃プラ、ペットボトル、紙類など 
　　不燃系資源：アルミ缶、スチール缶、ビン類など 

◎
利
害
関
係
者
以
外
の
者
等

と
の
間
に
お
け
る
規
制

◎
講
演
等
・
出
版
物
へ
の

寄
稿
等
に
関
す
る
規
制

公
務
員
倫
理
の
確
立
と

市
民
の
信
頼
確
保
に
努
め
ま
す
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楽しい話題・催し物などお知らせください。

市役所　広報係1&3１２１１（内線1214）

━━ 体験型観光ツアー相次ぎ開催 ━━
豊かな自然に触れたり旬の食材を自ら加工し味わっても

らうなど、様々な体験を通して本市の魅力を満喫してもら
う体験型観光ツアーがこの１月、相次いで開催されました。
17日から18日には、北薩摩観光連絡協議会が本市と野田

町でモニターツアーを実施。本市では参加者らがアジやキ
ビナゴの一夜干し作り、ボンタン狩りなどを体験しました。
また31日には、あくね探検隊（神之田康宏隊長）主催の

ツアーもあり、参加者らは大川の松岡神社や樹齢約100年
の紅梅、平出石の湧水などを散策。自然の中で心地よい汗
を流しながら心も体もリフレッシュしていました。

━━ 倉津地区で麦ほめ ━━
子どもたちが各家庭を回り家業をほめそやす正月の伝統

行事「麦ほめ」が1月14日、倉津地区でありました。
この日は、地区内の小学生男子17人が夕方から３班に分

かれて地区内の各家を訪問。玄関先で、Ｔ字型の杖を腹に
当てながら「○○さん、ゆえもそかい」から始まり、そこ
の職業に応じて「ここの網はええ網。出っさえすれば金千
貫千貫」などと家業繁栄を願うほめ口上を大声で述べまし
た。口上が終わると、家主からお年玉が渡されますが、声
が小さいと、やり直しの注文が付く一幕も。集落内には、
真っ暗になるまで子どもたちの元気な声が響き渡っていま
した。

━━ 市水泳協会が新春恒例の初泳ぎ ━━
市水泳協会と水泳スポーツ少年団の関係者による新春恒

例の初泳ぎが１月１日、五色浜海岸でありました。
この日は、小学生から60歳の大人まで集まった約40人が、

歓声を上げながら一斉に新春の海へと飛び込み、元気に泳
ぎ回りました。無事に初泳ぎを終えた参加者らは、陸に上
がると、たき火や用意されたぜんざいなどで冷えきった体
を温めていました。本市出身で鹿児島市から参加した浜崎
純孝さん∞8は、「中学生時代に水泳部だった縁で毎年参加し
ており、私にとってこれが新年の始まり。これからも体が
続く限り参加したい」と話していました。



－９－

━━ 本之牟礼地区出身者らが離村15周年記念祝賀会 ━━
集落最後の住民が集団移転してから15年の歳月が経過した本之

牟礼地区の出身者らが集まり１月３日、西目地区構造改善センタ
ーで離村15周年の記念祝賀会が盛大に開催されました。
祝賀会には、地元はもとより帰省中の出身者やその家族など約

120人が手料理持参で出席。会場には故郷での懐かしい写真なども
展示され、生まれ育ったふるさとに思いをはせながら、思い出話
に花が咲いていました。また、この日、出席者らから集まった寄
付金の一部が後日、社会福祉協議会へと寄贈されました。

━━ 陸上自衛隊第８音楽隊演奏会 ━━
鹿児島・熊本・宮崎の３県を中心に演奏活動を行う陸上自衛隊

第８音楽隊の演奏会（阿久根市自衛隊父兄会主催）が１月17日、
市民会館大ホールでありました。
同音楽隊は、自衛隊と国民の架け橋として定期演奏会や各地で

の巡回演奏会などを行っており、その演奏は高く評価されていま
す。この日は、クラッシックから時代劇メドレーや「世界に一つ
だけの花」などお馴染みの流行歌まで幅広いジャンルの演奏を披
露し、会場を埋めつくした大勢の観客を魅了しました。

━━ 脇本海岸でサーフィン大会 ━━
県内でも有数のマリンスポーツの適地として知られる脇本海岸

で１月25日、サーフィン大会が開催されました。
同海岸はサーフィンに適した波と広い砂浜があり、駐車場など

の施設も整っていることから、ここ数年、地元はもとより熊本方
面からも多くのサーファーが訪れています。この日は、時折雪も
ちらつく寒波で、大きな波が押し寄せる中、ショート、ロング、ボ
ディの３種類７クラスに約80人が出場。同じ波の条件、限られた
時間で、波を相手に互いのテクニックを競い合っていました。

━━ 山下地区で文化財防火訓練 ━━
文化財防火デーにちなんだ防火訓練が１月26日、山下地区であ

りました。市指定文化財「沼田文書」を所蔵する山下馬場区の松
元安恵さん宅で火災発生との想定で行われた訓練には、松元さん
をはじめ地域住民や市教育委員会、消防署など約60人が参加。初
期消火や文化財の搬出、避難訓練、消防署員による放水などのほ
か、参加者による消火器の使い方の講習等がありました。訓練を
終えた松元さんは「火災はあってはならないことだが、いざとい
う時に備えてよい経験になった」と話していました。

━━ 脇本地区公民館で来客お出迎え ━━
「あひるに似ている」「いや、カモかも」。脇本地区公民館の窓口
に飾られた「サツマイモ」が、かわいらしい目鼻立ちで来客を出
迎え、ちょっとした評判になっています。昨年末、瀬之浦上区の
京田一雄さん§5方の畑で採れたもので重さ約1.7O。形がユニーク
で、くびれて折れ曲がった部分を頭に見立て目や鼻をつけるとあ
ひるやカモにも見えることから同館へ寄贈されました。訪れた住
民らにも「かわいい」と評判で、首にリボンを結んでくれる方も
現れるなどすっかり人気者になっていました。
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《寄贈図書の紹介》
○吉松美津子・著『空は遠くても』２００１南日本文学
賞受賞吉松さんの新刊書です。今回、詩の他にエッセイ
も収録されており、新たな世界が広がっています。
○『阿久根の伝説』４０年前の中学生が執筆した阿久根
民話集です。元阿久根中学校教諭の冨永光男さんから
「思い出話の種になれば」と手紙を添えて届けられまし
た。
２冊とも阿久根を大切に思う気持ちが伝わってくる本

です。ぜひ手にとってみてください。

〈新着図書〉
○一般書u五木寛之「百の旅千の旅」u小池真理子「雪
ひらく」u藤田宜永「左腕の猫」u金原ひとみ「蛇にピ
アス」uなかにし礼「夜盗」u平岩弓枝「老いること暮
らすこと」u重松清「愛妻日記」u千頭ひなた「ダンボ
ールボートで海岸」u野沢尚「烈火の月」・・・他多数

「広報あくね」では、イラスト
やポエム、俳句、さつま狂句、川
柳など皆さまからの作品を募集し
ています。
どしどしご応募ください。
なお、ご応募いただいた作品は

返却いたしません。また、作品の
掲載にあたっては、一部選択させ
ていただくこともありますので、
あらかじめご了承ください。
【宛て先】
〒899-1696
阿久根市鶴見町２００番地
阿久根市役所総務課秘書広報係
TEL 73－1211（内線1214）
FAX 72－2029

子どもの遊び、母親のリフレッシュタイムに、ほっとする時間にと、お気軽に
支援センターをご利用ください。

☆親子教室（１０：００～１２：００）
２日c 瀬之浦児童館　　　　　　　　16日c 瀬之浦児童館
〃　 大川児童館　　　　　　　　　17日d 農村環境改善センター（牧内）

３日d 保健センター（ひまわり） 〃　 諏訪団地
４日e みなみ保育園　　　　　　　　18日e みなみ保育園
９日c 農村環境改善センター（牧内）23日c 鶴川内児童館
〃　 鶴川内児童館　　　　　　　　24日d 農村環境改善センター（牧内）

10日d 農村環境改善センター（牧内）25日e みなみ保育園
11日e みなみ保育園

☆年齢別教室…農村環境改善センター ※お問い合わせは、みどりが丘保育園まで
第１木曜日（３／４）０～１歳児教室（ひよこクラブ）
第３金曜日（３／19）２歳児以上教室（こっこクラブ）

☆園開放（お気軽に園に遊びに来てください）
毎週（金）みなみ保育園
毎週（土）みどりが丘保育園　　〔第３土曜日はお父さんもご一緒にどうぞ〕

☆参加は申込制になっていますので、下記の支援センターに前日までにお申込み
ください。
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糖尿病は検査等で発見することができ、

日常生活を自分で気をつけることで予防で

きる病気です。

今回、糖尿病予防をテーマに万歩計着用

や料理教室などを行い、実践型健康教室を

行うことになりました。管理栄養士や運動

指導士など専門の講師をよび、楽しい教室

を予定しています。

糖尿病予防はすべての生活習慣病予防に

もつながります。この教室に参加して自分

や家族の健康づくりに役立ててみませんか。

☆対象者 健診等で血糖値が気になり始め

た方、又はその家族、健康づく

りに関心のある方など、どなた

でも参加できます。

☆場　所 保健センター及び働く婦人の家

☆費　用 ５００円程度（調理実習材料費）

☆募　集 ２月２４日（火）までに電話でお申込みください。

☆お申込み・お問い合わせ先　 市役所健康増進課　保健予防係　1７３－１２１１（内線１４３２）

保
健
セ
ン
タ
ー
・
３
月
の
行
事

☆日程及び内容

期　　日 

３月５日f

 

１３：３０ 

～１５：３０ 

３月１０日d 

９：３０ 

～１３：００ 

内　　　　　　　　　容 

◆講話「糖尿病ってなに？」 

　～血糖値が気になり始めたあなたへ 

◆講話「糖尿病を防ぐ食生活」 

　～健康はバランスのよい食事から 

◆講話＆調理実習 

　「すぐにいかせる健康レシピ」 

　～おいしくヘルシーな献立づくり 

１回目 

２回目 

３月１５日b 

１３：３０ 

～１５：３０ 

◆講話＆運度実技 

　「運動を長続きさせるコツ」 

　～日常の中に運動を取り入れようY

３回目 

平成15年度　いきいき健康づくり教室（糖尿病予防編）のご案内
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平成16年度の放課後児童クラブ利用の申込みを下記のとおり
受け付けます。
利用対象者は、保護者等が労働等により昼間家庭にいない、
小学校に就学しているおおむね１年生から３年生の児童です。

○実施クラブ ・脇本児童クラブ　　・阿久根児童クラブ
・鶴川内児童クラブ　・大川児童クラブ
・折多児童クラブ
・学童クラブガッツ
（出水養護学校へ通学の児童・生徒対象）

○受付期間 ２月２３日（月）～３月５日（金）
○受付場所 市役所生きがい対策課及び各児童クラブ
○申請用紙 市役所生きがい対策課、三笠支所

大川出張所、各児童クラブにあります。
（継続利用も新たに申込みが必要です。）

○詳しいお問い合わせ先
市役所生きがい対策課　児童対策係

1７３－１２１１（内線１４３３）

◇と　き ２月２８日（土）
午後１時３０分～

◇ところ 市民会館　第１会議室
◇演　題 『大人が変われば子どもが変わる』

◇講　師 長
ちょう

阿
あ

彌
み

幹
みき

生
お

氏
（教育文化研究所代表）

※当日は、託児所を設けます。
◇お問い合わせ先
阿久根市立中央児童館
子育て支援団体 阿久根おひさまクラブ

1７２－３１６１

介護保険における「ケアマネジメン

トの基礎知識、ニーズのとらえ方」や「お年寄りとの関わり

方」について話をきいてみませんか。

◇と　き： ３月１３日（土） 午後２時～午後４時４０分

◇ところ： グランビューあくね（望洋の間）

◇講　師：　日本医科大学教授　竹内
たけうち

孝仁
たかひと

氏

特別養護老人ホームや在宅高齢者のケア全般に

関わり、おむつはずし運動などを展開。

現在、日本ケアマネジメント学会理事、パワー

リハビリテーション研究会会長等を歴任。

◇演　題：「自立支援のケアマネジメント」

◇お問い合わせ先　市役所健康増進課　介護保険係

1７３－１２１１（内線1413・1437）

◇日時 ３月２日（火）午後１：３０～４：３０
◇場所 働く婦人の家
◇対象者 市内在住か在勤の女性
◇相談内容 離婚、夫からの暴力等の家庭問題

セクハラ等の労働問題
相続、自己破産等の財産問題など

◇相談機関 女性士業家ネットワーク

「リライアンズ（信頼）」
事務局：国分市下井８５２－１
1０９９５－４５－９４２７

◇予約受付 ※３月１日（月）午前中までに
直接上記へお電話ください。
※予約がない場合、相談は実施しません。

◇お問い合わせ先
働く婦人の家　　　1７３－３７６９
市役所企画調整課　1７３－１２１１（内線1216）

青年国際交流事業に青年国際交流事業に
参加してみませんか！参加してみませんか！

募集期間　３月１日（月）～２６日（金）
●内閣府では、平成１６年度に実施する国際交流事業
（「国際青年育成交流」「日中、日韓青年親善交流」
「世界青年の船」「東南アジア青年の船」）の参加者を
募集します。

●お問い合わせ先
県庁環境生活部青少年男女共同参画課

1０９９－２８６－２５５７

２月は２月は「「土づくり推進月間土づくり推進月間」」
県では、環境にやさしい農業を推進し、より安心でき

る農産物を生産するため、２月を「土づくり推進月間」
に定めています。農家の皆さん、次の事項に留意して健
全な土づくりを進めましょう。
○良質堆肥の生産と利用に努めましょう。
○地域の土壌条件に応じた土壌土層改良を行いましょう。
○施肥基準や土壌診断に基づく適正な施肥を行い、過剰
な肥料の施用をなくしましょう。

◆お問い合わせ先
県庁農業環境対策室　1０９９（２８６）３１５７
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老齢基礎年金は、２０歳から６０歳の誕生日の前月ま
で４０年間保険料を納めて満額の年金給付となりますが、
最低２５年間は保険料を納めないと保険給付を一円もも
らえません。（この２５年間には、免除期間、半額納付
期間、厚生年金・共済組合加入期間、第３号期間、カラ
期間等を含みます。）例えば、１０年間保険料を納めた
からといって「１０年分の年金がもらえる」ということ
はありません。
年金は、あなたの大切な財産になります。必ず保険料

を納めて、老後の安心と万が一に備えておきましょう。

国民年金の保険料は、自分のために納めるだけでなく、
相互扶助の義務として必ず納めないといけません。
もしも、保険料を納めないと、税金の場合と同じよう

に、財産が差押えられること
があります。
保険料を納めていないと、

自分が年金をもらえないだけ
でなく、保険料を真面目に納
めている人にも迷惑をかける
ことにもなります。
保険料は必ず納めましょう。

◇国民年金に関するご相談やお問い合わせ先
川内社会保険事務所

1０９９６－２２－５２７６（代表）
市役所市民環境課国民年金係

1７３－１２１１（内線１４２３）

消 費 生 活 講 座（<123）

身に覚えのない請求がきたY
携帯電話のメールに、利用していない出会い系サイトや

ツーショットダイヤルの情報料を請求される、いわゆる「不
当請求」に関する相談が増加しています。
なかには電話帳や名簿を使って手当たり次第に請求して

くる業者もあります。かけ直しただけなら通常の通話料金
だけを支払えばよく、料金説明に納得して契約した情報以
外、支払義務はありません。一度払ってしまうと、また同
じような請求がくるなど二次被害の恐れもあります。なか
には脅迫めいたメールに恐怖を感じ払ってしまったという
事例もありますが、身に覚えのないものは「支払義務がな
いから支払わない」と毅然とした態度をとることが大事で
す。
〈対応策〉経済産業省発行の「契約はよく理解して慎重にY」より
・身に覚えのない請求は支払わずに放置する。
・「見た覚えがありません」などと返信や電話はしない
こと。

・返信してあなたの名前や電話番号を教えてしまうこと
で、次の被害につながる恐れがあるので、個人情報は
絶対に教えないこと。

・実際に自宅や勤務先まで押しかけられる心配はありま
せん。

・毅然とした態度をとりましょう。
・脅迫されたら警察へY

※被害にあった時は、一人で悩まず、家族や消費生活相談
窓口に相談してください。
困ったな？おかしいな？と思ったら
市役所水産商工観光課消費生活相談窓口へお問い合わせ
ください。 1７３－１２１１（内線１１１２）

社会保険庁（厚生労働省）のホームページで
は「個人記録に基づいた年金見込額試算」のペ
ージを設けました。５５歳以上のパソコン等利
用者はこのページから基礎年金番号・氏名・性
別・生年月日・住所・現在加入している年金制
度・最終職歴を入力して試算を申込み、社会保
険業務センターから申込者の個人記録に基づく
年金見込額の試算結果等を郵送してもらえます。
また、同じページには、年齢制限がなく、誰

でも利用できる「年金額簡易試算」という試算
表もあります。
「自分の年金の状態は」などの疑問について、
最も具体的な試算を知ることで明らかにできま
すので、ご利用ください。
◆このホームページのアドレスは・・・
○厚生労働省ホームページ

http://www.mhlw.go.jp/
○社会保険庁コーナー

http://www.sia.go.jp/

省エネ生活をはじめよう省エネ生活をはじめよう
２月は「省エネルギー月間」です。
一人ひとりの省エネ実践が、地球温暖化防止の大きな成果に

つながります。次のことに注意しましょう。
○暖房の室温は２０℃を超えないように設定しましょう。

エアコンの場合、設定温度を２１℃から２０℃に変えるだ
けで、電気使用量を約１４％も節約できます。

○電気カーペットや電気こたつの温度調節を「強」から「中」
にしましょう。

○車を離れるときなどには、アイドリングストップを実行しま
しょう。

◆下記ホームページに、さまざまな省エネ対策が掲載されてい
ます。

○内閣府(国民生活政策）
http://www5.cao.go.jp/seikatsu/index.html

○&省エネルギーセンター
http://www.eccj.or.jp/dict/index.html

◆お問い合わせ先　県庁環境政策課　1０９９（２８６）２５８６



阿
久
根
都
市
計
画
事
業
潟
土
地
区

画
整
理
事
業
地
区
内
の
土
地
を
次
の

と
お
り
公
売
し
て
い
ま
す
。

◇
公
売
画
地
数

48
画
地

◇
土
地
面
積

６
４
・
０
１
g
（
約
19
坪
）
〜

１
１
４
３
・
４
１
g
（
約
346
坪
）

◇
予
定
価
格

１
７
６
万
２
５
３
８
円

〜
４
１
９
５
万
８
５
７
３
円

（
坪
８
万
円
台
よ
り
）

◇
申
込
期
間

随
時
受
付
中

◇
申
込
場
所
及
び
お
問
い
合
わ
せ
先

市
役
所
都
市
建
設
課

1
&3
１
２
１
１（
内
線
１
１
２
３
）

阿
久
根
潟
土
地
区
画
整
理
事
業
地

区
内
の
土
地
表
示
が
平
成
16
年
３
月

初
旬
か
ら
新
し
く
町
名
が
波
留
か
ら

塩
鶴
町
１
丁
目
・
２
丁
目
、
塩
浜
町

１
丁
目
・
２
丁
目
と
変
更
に
な
り
ま

す
。新

し
い
地
番
に
つ
い
て
は
、
各
地

権
者
等
に
既
に
通
知
し
て
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
登
記
の
書
替
え
の
た
め
、

施
行
区
域
内
の
登
記
は
３
月
初
旬
か

ら
当
分
の
間
、
登
記
が
閉
鎖
に
な
り

ま
す
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

詳
し
く
は
、
市
役
所
都
市
建
設
課

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

1
&3
１
２
１
１
（
内
線
１
１
２
３
）

平
成
15
年
分
の
所
得
税
の
税
務
署

に
お
け
る
相
談
及
び
申
告
の
受
付
は

２
月
16
日
b
か
ら
始
ま
り
ま
す
。

申
告
期
限
は
３
月
15
日
b
で
す
が

期
限
間
近
に
な
り
ま
す
と
税
務
署
の

窓
口
は
大
変
混
雑
し
、
長
時
間
お
待

ち
い
た
だ
く
こ
と
に
も
な
り
か
ね
ま

せ
ん
。

確
定
申
告
書
は
「
所
得
税
の
確
定

申
告
書
の
手
引
き
」
を
参
考
に
、
昨

年
１
年
間
の
所
得
と
税
額
を
正
し
く

計
算
し
て
記
載
し
、
お
早
め
に
申
告

と
納
税
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。
確
定

申
告
書
の
提
出
は
郵
送
で
も
結
構
で

す
。な

お
、
事
業
所
得
、
不
動
産
所
得

又
は
山
林
所
得
の
あ
る
方
は
確
定
申

告
書
に
「
収
支
内
訳
書
」
を
添
付
す

る
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

詳
し
い
こ
と
は
、
最
寄
り
の
税
務

署
や
税
務
相
談
室
に
お
気
軽
に
お
尋

ね
く
だ
さ
い
。

（
注
）
個
人
事
業
者
の
方
の
消
費
税

及
び
地
方
消
費
税
の
確
定
申
告
と
納

付
期
限
は
３
月
31
日
d
で
す
。

◇
出
水
税
務
署
　
1
^2
０
２
０
０

◇
税
務
相
談
専
用
1
^2
０
２
４
２

自
動
車
税
は
、
毎
年
４
月
１
日
現

在
で
車
検
証
に
記
載
さ
れ
て
い
る
自

動
車
の
所
有
者
ま
た
は
使
用
者
に
納

め
て
い
た
だ
く
税
金
で
す
。

そ
の
た
め
、
自
動
車
を
下
取
り
に

出
し
た
り
廃
車
に
し
た
場
合
で
も
、

移
転
登
録
や
抹
消
登
録
が
済
ん
で
い

な
け
れ
ば
、
い
つ
ま
で
も
元
の
所
有

者
ま
た
は
使
用
者
に
税
金
が
か
か
っ

て
き
ま
す
。

ま
だ
移
転
・
抹
消
の
登
録
が
お
済

み
で
な
い
方
は
、
３
月
末
ま
で
に
必

要
な
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

◇
お
問
い
合
わ
せ
先

・
自
動
車
の
登
録
手
続
に
つ
い
て
は

鹿
児
島
運
輸
支
局

1
０
９
９
（
２
６
１
）
９
１
９
３

・
自
動
車
税
に
つ
い
て
は

最
寄
り
の
各
総
務
事
務
所
・
各
支

庁
財
務
課
ま
た
は

県
自
動
車
税
管
理
事
務
所

1
０
９
９
（
２
６
１
）
５
６
１
１

7
労
災
保
険
情
報
セ
ン
タ
ー
（
Ｒ

Ｉ
Ｃ
）
で
は
、
厚
生
労
働
省
の
委
託

を
受
け
て
労
災
保
険
制
度
全
般
の
ご

相
談
を
お
受
け
し
て
お
り
ま
す
。

相
談
は
無
料
で
秘
密
は
厳
守
い
た

し
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

◇
&
労
災
保
険
情
報
セ
ン
タ
ー

鹿
児
島
事
務
所

（
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
）

1
０
１
２
０
（
２
２
６
）
０
３
１

◇
募
集
人
員

若
干
名
（
普
通
第
１

種
運
転
免
許
証
所
有
者
）

◇
年
齢

55
歳
か
ら
62
歳
位
ま
で

◇
業
務
内
容

番
所
丘
公
園
内
の
管

理
・
清
掃
作
業

◇
勤
務
時
間

火
曜
日
〜
日
曜
日

（
月
22
日
〜
23
日
勤
務
・
月
曜
日

は
休
園
日
）

－14－

市では、家庭で発生するごみの減量化と資源化を図る

ため、市内の販売店等から家庭用電動生ごみ処理機を購

入し、市の行政区域内に設置した方に対し、予算の範囲

内で補助金を交付しております。

◇補助対象者
a市内に住所を有し、かつ居住している方

s補助金の交付申請前３年度以内に当該制度または他

の補助制度を利用して家庭用電動生ごみ処理機を購

入したことがない世帯の方

◇補助金の額
○購入経費の２分の１以内の額（その額に10円未満の

端数がある場合はその端数を切り捨てた額）

○限度額　２５,０００円
◇補助金の申請手続等に関する詳しいお問い合わせ先

市役所市民環境課　環境対策係　173-1211（内線1425）



・
10
月
か
ら
３
月

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時

・
４
月
か
ら
９
月

午
前
９
時
30
分
か
ら
午
後
６
時

◇
日
給

５
４
０
０
円

健
康
保
険
・
厚
生
年
金
・
雇
用
保

険
あ
り

◇
応
募
手
続

・
提
出
書
類
　
履
歴
書
１
通

・
受
付
期
間

２
月
16
日
b
〜
27
日
f
ま
で

◇
選
考
方
法

面
接

◇
応
募
及
び
お
問
い
合
わ
せ
先

&
阿
久
根
市
美
し
い
海
の
ま
ち
づ

く
り
公
社
　
1
&2
１
７
５
５

阿
久
根
市
波
留
５
８
１
９

次
の
方
々
か
ら
市
社
会
福
祉
協
議

会
へ
寄
付
が
あ
り
ま
し
た
。
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

※
敬
称
略

○
香
典
返
し

高
口
康
博
（
高
之
口
）
寺
地
兼
二

（
尻
無
上
）
松
永
キ
ヨ
ミ
（
牛
之
浜
）

花
田
ミ
キ
（
中
屋
敷
）
富
浜
博
美

（
脇
本
馬
場
）
西
田
恵
美
（
川
内
市
）

福
崎
辰
男
（
段
）
尾
崎
十
吉
（
尾
崎
）

浜
田
英
雄
（
下
村
）
松
田
テ
ル
（
浦
）

花
田
ス
シ
（
的
場
）
中
野
ヨ
シ
ノ

（
中
屋
敷
）

○
篤
志
寄
付

・
神
川
薬
局
駅
前
支
店

・
本
之
牟
礼
会

次
の
方
か
ら
ご
寄
付
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。

▽
野
辺
清
彦
様
（
広
報
送
付
お
礼
と

し
て
　
大
阪
府
）

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

※
敬
称
略

出
　
生
　
児
　
保
護
者
（
区
　
名
）

坂
元

涼
祐
　

り
ょ
う
す
け

孝
　
志
（
中
　
村
）

別
枝
　
里さ

と

美み

研
　
一
（
永
田
上
）

野
添
　
華か

帆ほ

真
　
二
（
黒
之
上
）

西
　
十と

史し

朗あ
き

春
　
男
（
波
　
留
）

黒
h

一ひ
と

葉は

隼
　
人
（

段
　
）

坂
上
　
依い

央お
ん

幸
　
広
（
永
田
下
）

田
島
　
脩
翔

し
ゅ
う
と

卓
　
（
高
之
口
）

有
村
　
誠せ

い

弥や

祐
　
樹
（

段
　
）

※
先
月
号
の
「
誕
生
お
め
で
と
う
」

の
掲
載
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。

お
詫
び
し
て
訂
正
い
た
し
ま
す
。

蒔
平
　
朋と

も

哉や

浩
　
一
（
大
　
尾
）

※
敬
称
略

死
　
亡
　
者
年齢
（
区
　
名
）

白
木
川
藤
榮
74
（
田
代
下
）
春
　
彦

福
浦
　
忍
　
71
（
黒
之
浜
）
カ
ナ
エ

高
口
　
ナ
ミ
92
（
高
之
口
）
康
　
博

小
園
　
高
雄
74
（
遠
　
矢
）
ミ
　
エ

尾
上
　
文
子
56
（
飛
　
松
）
光
　
弘

寺
地
コ
ヤ
ノ
79
（
尻
無
上
）
兼
　
二

尾
h
美
智
子
18
（
萇
　
野
）
隆
　
雄

松
元
ア
ツ
ミ
85
（

浜
　
）
久
　
夫

田
上
　
日
男
63
（
小
　
漉
）
キ
ミ
子

花
田
　
芳
富
77
（
的
　
場
）
ス
　
シ

米
次
　
サ
ノ
98
（
牧
　
内
）
幸
　
美

松
田
　
始
　
79
（

浦
　
）
テ
　
ル

中
津
k

清
86
（

浦
　
）
桂
　
子

木
原
　
勝
己
78
（
大
　
尾
）
國
　
子

木
下
　
フ
ヂ
84
（
上
　
野
）
清
　
治

倉
津
　
十
市
80
（
倉
　
津
）
チ
　
ヤ

尾
h
ア
ヤ
ノ
95
（
尾
　
崎
）

榮

松
永
美
千
代
71
（
牛
之
浜
）
修
　
行

牛
ノ
k
ノ
リ
69
（
牛
之
浜
）
西
田
恵
美

福
h
ス
ミ
エ
86
（
萇
　
野
）
一
　
行

赤
h
ケ
サ
ノ
89
（
高
之
口
）
辰
　
江

小
園
　
ヒ
モ
92
（
遠
　
矢
）
ミ
　
エ

小
薗
己
之
秋
74
（
山
下
馬
場
）
伊
都
子

出
口
矢
次
郎
86
（
中
　
村
）
ツ
ル
エ
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◇日時　３月２日・１６日

10時～10時30分

◇場所 保健センター

休日の在宅医さん
○２月22日
喜多医院　　　　1&2００３８

（大　丸）
黒木胃腸科外科　1&5０２００

（下　村）
久木田歯科医院　1&3０４７０

（上　野）
○２月29日
門松医院　　　　1^4６１００

（大　丸）
徳森歯科医院　　1^7３６０８

（出水市米ノ津町）
○３月７日
山田クリニック　1&2０４２０

（ 町　）
椎原歯科医院　　1^7４１１１

（出水市六月田町）
○３月14日
北国医院　　　　1&2００１６

（ 町　）
よしもと歯科医院1&5３３３３

（下　村）
○３月20日（春分の日）
林胃腸科外科　　1&3３６３９

（大　丸）
しお歯科医院　　1^7５８４４

（出水市下鯖渕）
○３月21日
植村整形外科　　1&2１０４１

（ 段　）
脇本病院　　　　1&5２１２１

（槝之浦西）
スマイル歯科医院1&5３３００

（上　原）
○３月28日
有村産婦人科内科1&3４１８０

（上　野）
石沢歯科医院　　1*4４４１１

（野田町上名）

※休日の診療時間
在宅医　各医療機関の平日の

診療時間と同じです。
歯科在宅医　午前８時～正午
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◇趣味は何ですか・・・・家事（特に料理）・パソコン
◇性格を自己分析してください・・・・明るくて素直
◇理想の異性像は・・・スポーツマンで頼りになる人
◇最近夢中になっていることは何ですか・・・

友だちと集まってワイワイ賑やかに話をするのが
楽しみです。あと、もともと体を動かすことが大好
きなので、スポーツも好きです。家でもじっとして
いられなくて料理や掃除などを楽しみながらやって
います。

◇将来の夢は何ですか・・・シークイーンあくねにな
ることです（照れ笑）。それと、自分の母親みたいな
お母さんになりたいです。仕事も趣味も家事も育児
もこなす、たくましい母です。

◇阿久根について一言・・・この町が大好きで、就職
を考える時も外に出ようとは考えませんでした。や
っぱり落ち着くのかな。ただ、夜になると真っ暗に
なるので、街灯をもっと設置して欲しいです。

次は
大曲　奈月さん（高松区）あなたの番です。

花
木
美
先
さ
ん
¡9

（
お
ひ
つ
じ
座
・
Ａ
型
　
遠
矢
区
）

■編集／発行　阿久根市役所総務課
〒899-1696 鹿児島県阿久根市鶴見町200番地

■阿久根市ホームページ　URL＝http://www.city.akune.kagoshima.jp/
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暦
の
上
で
は
一
年
で
最
も
寒
い
時

期
と
さ
れ
る
「
大
寒
」。
今
年
は
１

月
21
日
が
そ
の
日
に
あ
た
り
ま
し
た

が
折
し
も
翌
22
日
、
薩
摩
地
方
に
こ

の
冬
一
番
の
寒
気
が
流
れ
込
み
本
市

も
大
雪
に
見
舞
わ
れ
ま
し
た
。
昭
和

38
年
に
積
雪
38

を
記
録
し
て
い
る

と
の
こ
と
で
す
が
、
最
近
で
は
記
憶

に
な
い
程
の
積
雪
に
大
慌
て
。
右
往

左
往
し
な
が
ら
取
材
に
出
か
け
た
と

こ
ろ
登
校
中
の
子
供
た
ち
に
出
会
い

ま
し
た
（
写
真
）。
降
り
し
き
る
雪

も
何
の
そ
の
。
元
気
い
っ
ぱ
い
に
歩

い
て
行
く
子
供
た
ち
に
す
っ
か
り
脱

帽
で
し
た
。
▽
一
方
、
今
回
の
雪
や

寒
波
に
よ
る
農
産
物
な
ど
へ
の
被
害

状
況
も
心
配
で
す
。
一
日
も
早
い
春

の
訪
れ
が
待
た
れ
ま
す
。

邦楽、童謡、現代ポップス等

幅広いジャンルを弾ける大正琴

の魅力は、独特の哀愁をかもし

だす音色にあります。

現在、第２・４金曜日、午後

２時から４時まで、働く婦人の

家で楽しく練習しております。

大正琴は、年齢を問わず、誰にでも弾けるやさしい楽

器です。楽しく、美しい音色を奏でながら、よりよい人

生を送りたいと思われる方、いつでも歓迎いたします。

お問い合わせは、1７３－０１４５（木下）まで。

働く婦人の家　育成グループ
─ 琴幸会 ─

人　　口
２月１日現在（ ）は前月比
人　口　26,095人（－20）
男　　12,158人（－05）
女　　13,937人（－15）

世帯数　10,787戸（－02）
出 生008人　死 亡038人
転 入051人　転 出041人

◆期　　日 ３月１４日（日）
◆スタート 女子　午前１０時００分

男子　午前１１時４０分
◆コ ー ス 市総合運動公園陸上競技場発着

男子７区間　４２．１９５㌔
女子５区間　２１．０９７５㌔

全国トップレベルにある九州各県の実力校による白熱したレース
が期待されます。皆さまの温かいご声援をよろしくお願いします。

阿久根市長旗阿久根市長旗
九州選抜高等学校駅伝競走大会九州選抜高等学校駅伝競走大会

男子第14回
女子第11回


